
も す び   

当軌二あいて，乾布した埼液l二寸石乳牛の受胎．泣こ√に産享の状諾左腹  

しノ 人工琶碍牒牒上の顎粁左裾ろ官的包もっこ，茶開盈星棄施した。ピの  

季き実意密約7ろヒノ 雪崩牟11′ 盆礫餉に覇塔凄謀リ稚マ向上してあり′如  

瑛別に匁ろと・．地歩産地広が最も高く′：欠いモノ 透多摩地区∴ 頭身摩無闇  

の順ヒnってしlろ。 て竜節別⊂l・式，春季が最も遍くノ 以下．敢．苛．阜の  

時に低下し，一根約威喝ヒ】ヨゝ■t一殺し⊂い局．しかし腎わ′旦破肘蔑避憫  

とし⊂．森下・の乳隼の更贋皐甘戚鱈として低く′ ＝ハニと甘．急患白絶域  

成，穴l二上ろ考 

工吼絹指呼木耳の底＝専一二義塩了々もノ）ヒ考えj・！‥！（ろげ 茂軋 郎斤竿の  

神気につい⊂lま．他オ、わの債魚津貌婦の図敵性尊か～う．短針勺この額縁愛  

称に接岸て射掛句が兜～乃リノ「、あるの⊂：′臆良璃湊の生産ノ 並び■に寧鮭  

揖宿の同上夏頃局ヒヒもじ．塵力拶理啓．餌渡枝街路凄に瀾てろ音標∴痘  

瞑擦盾⊇i召司必魯があー奄と疋われ奄。  

3．豚の骨プ拾鹿追と産肉性に喝すろj摺九  

濠Ilt 正大．宅原斉丸印，穴庸紹′吃   

ヨえがき   

茶所兎～言渡妹潜り務全勃疎をうけて一 ヲ年計患どノ日昌丸叩卑濱より郎重   

し本年ば努ヱ卑官ぐある。当初一緒ノ）檻囁汲の東軍につしlて珂畳庸客層藁泡   

したが′ 本年指針二確菅敗D寛政・奄腋の詞鹿試照を好い一路宣？神宮 をも   

っ⊂膚褒聯体し′ 内，蕗れ 皆の壌き合等につし1こ鋼査研一充を考了っE。  

′ 研■をヨ融   

晩の檻骨数にlヨ失笑があって．ノ経項数の％い周ど申躯に伸乙、■■があり・像  

碩にわしlて針肴碩及や者脾最が哀く．しかも魚肉謹が卑く飼料匂争欄忠一   

すぐれているとしlわれていろのぞノ 玖の孜及亀沢上の衰猥登卑‾左縛ろた・・ダニ   

ネ鉄泉を輿施した。  

2．研免方法  

lり 鹿骨教の薦戊調査  

イ．奇査頭戯  

ヨークシャー塵  

ヨンドレー ス痙   

ヰ／ヱ 竣  

3∠ 吸  

－，5－－   



／官須  

4∠∠頃   

ヨークXランド（Y L）  

羞十  

ロ．調査期間  

野末けg才卑4日占どより鰐劫Jチ卑言巧言／日昌で   

ハ 銅恵方法  

吐堵ク白前機の写像互工一チ？レ碩＜法により蘇許し′舶′川バレレトゲン   

顔鞠液温巷間い′ 直線媛肇により鋼直した。   

キ 朝■歪滴牒  

A．確．屠教の慮現状溝  

β．脾路線数の発魔割合   

綻卜鹿骨救の巽点る液の解凍薪魚   

イ．願鼻紙輿  

；タ年春期の啄亀岡魅力碑疋、の調査子豚甲に伺曙同性のユ／埜ヒヱヱ塵を  

各／現在／観とLノ夏組冒頭乏′ ス同歌覇承乾の銅亀子啄中にも商鋸屑  

線ム阻ざ顕可／占頭について．直弼鹿刀根隠居単に耽って飼嵐賦頗を  

行っ仁ク  

ただしYL 

耳 彦体調盈  

清雄測風月らび七分料方法′葛肱判定蓉像攻産内線力線灸方法lこ絶  

って行毎しl′筋肉′臆病′骨の命けカについぐId．卯年／日渡林嵐   

萄軌こあいて解った申し台北によ′る痕局滅によって爽施した。   

研洛戎彼の寧由  

（り 准啓散の発原状凝 一●  

冨樫判，切株別の檻骨扱の濃度iガ選はラノ泉のとありさ′ ヨ⊥クシヤー   

殖で圃ユノ型．が最も多く 診き、∫％左首め次モエス型が／よ、∂合わ ご．   

よ♂型侍〃，／∂鬼百あったが．㌫増減上のものは／最も発露し魚∂、った。  

ランドレース痙石、lヨユ／姐が令ナ、ぐJ乃セノ ヱユ軋が戚タ．丞4クらで   

ユ／型が／／．／ユ％ 鋤くノ 婆の佃はみられ白かった。  

YL にゎしlて：周よ／型 はクク、クタクち モスヱ薮．はよコ、ブコ％であった。  

ーg－   



才／泉  

掲 痩 利  匠 一分  j∂蟄  j／型＿  ヱヱ型   封■   

ヨークシャー痩  発現例数   ／グ   g■4〃   ∫／   4／ヱ  

比率（％）   4／3   ぎ3．．タ♂   ／ノ．3∂   

ランド レース痩  宅規例放  ス♂   ／占   g占   

（米 麦）   甚牽（％）  ∫±「、∫、∠   〟〃‥々〃   

ヨークスラ ンド  発見例数  ノ々   ∠（′   ／ぎ   

YL．F！   クク．グ才   ．Zス．ヱヱ   とと孝（％）  

計   ／7   2クぎ   ク／   

一驚顔例敏   三∴∴＋享 套‡  

ば1賄賂腹教の席兎劉金  

線暦数・つよ∂型いノブJ型の3型を′ 更に脚絶数と藤一j毘致ヒの忽冶セによ   

って㊥項して刃考と′ 訝ヱ泉のとありで′ 同一軌勺瞥も月，B或lす月．   

軍．Cのヱへ3わ酵に命鞄してい石。  

しり、L酵娃教の㌻出超んど笥此でヨークシャー穫のヌ∂型℡／戯ノユ／乳   

や／簸．ランドレース魚乃J／型守ノ頑ヒ′弼温泉数4∠占車中嫁わ＼β頗   

で ♂、占＃外の宮原車1金であった。   

才 2 象   

2ヱ喫＿  

コ／型  C   A   β  善十   

ぎ  

ヱ   ／グ   ／  ∫  【／／   j占 要   

∫∫∠  妻アブヱ  J．クダ  ‡β・gクぎg∂、5、∠   ‖  u   

／∠〉   ／  ／夢！   ．〃  一室 3     ‖  
lJ甘露  プフ、ヱヱ   レ＝7   5て∫∠   ーー・・‡   

ヱ／∂   u  （氷 菓）  i比草（％J                  ■ヨークXヲ）ド  帯革宮例数                    （YL）  i比率（％）               毒針 書芸．   ノ∠  ／  ぎ／占∠    ‡ぇ き 〃／   フ∂  〃占∠‡      ！フ．〃3  1‘ク・ユ／  J∫．gj  ‡孝∫♂占   I i∂・4プ＝㌢言切   仁山頼 H   
（3）覆推挽別による砥菅数の寒風軌金  

才2衷のヨークうヤ⊥痩の粗放像れ みよぴとの他を命親して劫葛と   

汐3泉のとちりでノ大き毎夏塵喧密めろ仇向いが⑦仇痩雄偲牒老巧  

－グー   



ヱニ2型が努力、った。   

サ 3 表  

え／型  ヱ2型  

月   B   C   月   ーー1 日 十  

／   ／／  ∫．2  

2   ア  

1′   

ニ   ノア   ／  J、   

t ‖   
〃   ′ノ   

／g  
ノ♂  4：  

ヨークうヤ  
（9り  

3  i 楕鹿 l  礫 姓名                                  両虎    舟一占  ／．㌻－∫  ノ4－7  ／㌻一∠  ／∠－∫  ／∫一ク  ／∠一∠  妻ヨーククヤ竺  免許がコーエー   u J十  ／占17  ／．之    ∠才  ．g2  ／  ／♂  ／7   キンりェー爪しル  7沖一   （％ノ  ア／タ   々♂．7Z  言アノJ 才牙    ／Aクア ぎ ク■  攻ユタぎ 9喜 言  ＠ 旬 〃＠  スイ）トンてイ声 ；ウシオクラグー2   ／ざ∂ ／クらノ  3 ′グ‘ク    ‡タJ l女♂・   ストソ7シーセミ ココヤマ∠－4  l 〝 箋 ”  ∫∠ （ク乙） 9 ¢％ノ  ノ       家ヲ牛脇ロビンソン ライタンマタ芽ヅト                ランドレース  クニオウチナ よユーー∂／  ラ）「レス  lプ∠ ／勿            1  ′／                  ‖        ／ l   

′∠∠  u jよ／♂   

計  〃∠占  ／占  ／       ズ  l〃／  ！フ♂     「％ノ  g．〃j  ♂、ヱ／  言古二‘ヱ  〃∫ク占  ク．亭3  g．g∂  1占．〃タ   
（41聴音数の突指名号歎の府屋鉱泉  

同曙同位のよ／里．ヒヱユ軋各／頗を／組．とし′卵塔屠．賄の産河飽ガ凍ぇ   

の魂宣啄の平に阻＜凡々絶好頭′ 同歌劇にも4覿冴頚計才缶／‘頭首腐   

敗思考に炎って厨薇教廠を待った摩凍〉妃のよう忍城頭守あった，  

（り 生体デ∂時の各部イ立の測定値  

ヱ／型あよぴヱヱ型 番牙頚の生体形相賭ドみけ考慮帝政の刑艮値は  

才4の東のとあり否′ 殆んど鼻Id認められ放がった．矧こ体長ヒつい  

てl∃よ／坐のものモも∂、なり長いものめあり． 

ものもあった。  

一夢－   



才4 最  

之／型＿  王  えぇ型  

平 内   最′ト ■～ 二最大－  平 ノ均  轟／I＼～ 最大   

ノ仏 具   ／∂∫．グぐ仰  ／ク〃．♂■～／∂アナr  ！ き／ク√・占仰  ／〃々．♂㌧～／ク才・〆’て   
体 高   占∂＼ア   ∫ヲ．タへ ∠ユタ   ムク．ヱ   ∫R♂ノ、J㍍．牙   
暗 闇   ／∠㌧β．ア   チタ∴∫∵（／クノ・   ／ク♂．牙  ．タグ・♂・～／ク3・♂ 

脾；托   ∂3，∫   ブコ、2一＞jや・り   圭        Jヱ．ア  j／．4ヘ 音≠、占i   
前 叩   ヱ£冒   よタ．ぎ へ′ ユ∠．占  托  よg．ヱ   よlタ．卓′～ヱ∠∴7   

唐 風  星  ／率．4   
／4・∫㌧～／よ♂垂  掴 咋  ヱ〃．ヂ  ヱÅ9 ′～ ヱ壬㌢  編  jイく伊  よ〃．∫∴㌧．ユデ4  路 巾  】 コヱ・7  ヱヱ／～ よ且冒  童 ヱエア  よ／身～ ヱj、ヲ  彼 巾  プ〃．冒  よふヲ ～ プ∫j  ‡ス〃▲タ  し汚占へ．コ㌃∫           ノタ．冒 レ4．ク・～ノダ、∫ 財   

し2）寄寓′僻村屈君牽，磨碩状濁′ 痴肉量考の藷旦戒積  

考育茨二男その栖につしlての研互鮮卑】d㌢タ象のどありであぷが．以下   

眉イ乱臣＝＝揖け為謂旦帝展I尋）火のとありであった。   

の 登肴あよぴ一解熱専棄牢  

ヨークシャーにあってばノ9帥ぎ 尋モの■到底日教にあいてプ′、′∂乳   

グ∂げぎ感腺の軒啓日数にあいて4へ′ク日ノ ′日平均副本にわいて1ま   

／占ぎ・へ針ぎノ解析肖濠盈′餅常襲菜牽とも凄かモあ為がよ／曳が号ぐ   

此′YLにあっては′9∂付利盈日数∈占日′ グク〝才力如本の粁啓白教   

で／ま日ノ ノ日平均動本官モ〟チタ′その他すもよユ型が鼻〒すぐれ   

てあり′文養親直隠秋嬢常よ 

た。   

◎ 薦体の萄盈帝展  

雇体にあけろ托毅は歩留′亀体長？外背揮長の良三にあしlてヨーク  

シで一 のユヱ型が了ぐれていたがノ 脾防層の覆さにあLlて頻ってい筏   

又Yいこあし1でも同席歩留ビ慮体長堵の長さにつしlて一寸ユユ坦が号ぐ   

此′脂肪の厚さにあし、⊂も健かロ甲あるがよい感最ヒ払ってい戸。  

ロー六の面頑はヨークシャにあノつてl・まユユ型．YLヒあって由之／型  

がピJtや爪約コC利之まさっていた。  

届体の巾にあいて博大鼻lま褒めら旺点かった。  

六別府片の割合守は．スノ卦∃ヤプにあいて隙く，口一スノヾヲて・i∃高  

くノノ、ムにあいてlヨ▲衰干イ食い傾向象牙しtいだ。  

‾ヲ‾   



③ 筋肉′ 陛軋 層の昂J合  

駒肉ヒあし＼⊂ヤタの部分下は大里は亀し＼が′ ロースバ、ヲ′ ハムの申  

■扮にあし、てスエ型がきユリ′脂肪に鱒いて射針紆啓の膚±に界い七   

よユ型が膚かでl毒あ扇が高い廠何にあり烏がら，竹タわ密命覆酸く姥の   

朝命Fi尋∂、慮り低い率を界していた。  

以上のことかろ痩常数のみいもののオが発育があ￥くノ併称凄菜牽もや  

や雷名い傾向にあろが．希体につしlてl尋濱腺宴，脊膵鼠丑が息く．大判  

肉片の利金周ノ ウタにあいてl封引金dノトさくノ ロース、バラで線名く危  

局か㌧ハムの居り創ま㌣ゝノ1、こと放ろ條向があると思わ机希ク又肯蹄妨膚  

の厚さについて且脛啓教の歩いすがうすくなろものと雇えられたが塵の  

紹昇平あった。し∂、し副教が少いので塩味直にもÅろものと足わ孔奄の  

管今碩更に模計左加え届ことが必各マあろう。   

得ち前掲′脾妨．檜の刺金は鹿骨教の多し＼方がノ前田電が多く′療廟  

の堅がケいこじが務あノ⊃れたク  

3才へA  3き′・）月  

秩  

3冒へS  

Y⊥  YL  

場   ユ／   ユ2  

9、〃  

3   ／   ノ  

グ‘  ダユ  

／∂タ”  ／・㌢㍗  ／タ3   ／5、グ   ノ3 ぎ  ／4′  

恕ニ 啄 卜 ！宥  

叶  ∫3〃   ∫9”   ＋十   グ∫、   ∠2   タヲ  

啓 日  gヱ”   ∠グ〃   ナF   ∠／   gぎ   ナ9  

教   ／プ（ク  ／／ぎ  

ー感  ∫ク丞ぎ   〃クヲ…  ，．タ♂ぎ  
琶   
瓜  ∠．雷古 書 占介ク  ∠クjr  占ク♂  

柏里   



／胃消費蟹  才人／仰  ？えJ  ′βj．占  ′クク．タ   デ∠．ヱ   7£♂  

剤   啓文革  ヱ毀   言．♂ぎ   ブ、止々■   員jノ  ∂．よ〃   ユ′ク  

後  ／∫ア．ヱ  ／見？．2   ／タス4  

邦 食  
才．グ占   ユタg   4々4   且ダブ  

全治啓蒙   邑よ4／・5昭  

、タ，占ア  ブ．夕4   タ．∠j  前                       書                空 食  2号消囁竜   ノ占ク、ヱ打才  ／クコ．∫－  ／飽、ゴ          襲 来 率   一失クク  率ブタ                星言・∠∫  J∠㌻／  Jタフ、9  ヱ珊∫  プグぞ女  L抽㍑    喜 求 孝    タ、介〃  ～、∠j          体 色 を gタ、／噂    ♂∠、よ  鼠∫．ア  J紆、ア  ぎタ．∂  ダ5二∂  屠  体  重 （疲）     星 ∫ブβ′′  ．√£㌘  ㌻ゲヲ  ∫ア．∫‘  ∠、∂．す  ∠j．．ヨ   
腐 肉 歩 治 ぎ∠‘ノ飽       ∠㌘．♂ 円  ‘ク占  ．古タタ  グノ．／  犯．j  屠   体   最     ≧ 紺グ佃  グ∂，α  ㌘早£  ．－タグj  冴ぇ∂ 久え√  ヂ／．β ク∠．2  者  鱒  良工     要 グタ・ヱ  ク∠、∫  7∫．∠  ガノ   

正     要 占余∫   占占、7   占〃・グ   占一よ・ア   ∠・タグ   ∠デ／   

〃  融 ”．プ  メ、㌔．2   Aざノ   ね．ク   グやノ   久ヲ、2   

唇． 体  j3，ノ   り・∠   畏まア   ♂艮ぎ ・  牢♂  ．ブコ．4   
ロ ー ス 面     ノ4占   ／占、♂  ／4占  ノJ・ヱ   ヱ／．／  ／グ占、   

薦  ≠．／   〃．ダ   摩．．Z   ヂ、承   g・グ   ヂノ  
旨旨席層  

ユ∫   ヱノ  ．ヱよ  ユ《  ．乙／  の啓二＝  
昔 宴 ヱヱ                  ユ∠   ユタ   ユイ  ユダ   エア   ヱ㌻   

可 タijフ・3％   ヲ／、7  】；久ヱ■  ぎ久7  言ヲ．／7   ユズ∫－  
大判内庁  

ロースノヾ■ラiファ2  ∂叉∂   J∠、㌻  ▼ タ員卓  ‘タ‘．ヨ   ノ・㌣．5  
の割合  

ハ ム トタ∂、∫   u iユタ・β   J貧ク   g♂．タ   ヨク．ヱ  H  、■ぺ．rl  

筋 力  東野  J、ク∂／  ・∫≦．J▲之  

河ダ  精 紡  ＋十∴＋十  萱ノタ、タブ レ／tフ∠董  影．ヱヱ   言令息  J尻ヂ∠  い′′・■冴き     腎  レク・声／   ′′∂、‘グ  ・ノソ、／ク  ／44ク  i／／・、占慶 ≧     防 肉   
戚ク、紆  i々〃・2ダぎ  〃ノ．ク〃  卓針堰  須n紹  ・印形 宣  

‖ 津けセ 茎肪至  療 妨  ∫ノ・‘∂言4よヱ♂   4，．コア  ■ 魂玖虻∫  戌ようゴ  J父クr 妄  
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